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2011年に起きた東日本大震災や、アラブの民主化運動、リビアでの独裁政権の崩壊などを経て、現在の社会は大きな混乱の中にある。経済的にも、ギリシャの金融危機を初めとして、アメリカの経済的低迷や、ユーロ体制の同様、日本におけるデフレ不況など、・・・・である。

しかし、これらの状況において、社会学者が的確な分析結果を元に、現実的な提言を行い、これまでの研究が役に立っていると言えるだろうか・・・・現在の不況を受け・・・は重要な課題である。
1.2.研究の目的

本研究では、どのような教育のあり方が子どもの内面に影響を与えていくのかを解明することを目的とする。結論部では、親が子に対しどのように関わっていくことが望ましいのかについても考察していきたい。

大半の親が子どもに対して自らが最善と考え実行可能なだけの教育や配慮を行っているにも関わらず、その結果に相違があるのはなぜだろうか。本研究では家庭における子育ての・・・
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